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新競技規則 2 0 2 3： 

IHF 公式ガイドライン  

トレーニングビデオ  

注）本映像は、2022 年版の競技規則を元に作成されたものであるため、「10：3b」は

「10：5」と表示されています（本書内では「10：3ｂ」に修正しています）。  

 

新競技規則関連  ２  

ス ロ ー オ フ エ リ ア  

国際ハンドボール連盟（以下、IHF）では、2022 年 7 月 1 日からの新競技規

則の施行に伴い、失点後のスローオフは、センターラインの中央に配置された直

径 4 メートルの円の中から実施するとしています(競技規則 10:3b)。  

スローオフエリアの設置は、IHF 主催の大会やシニアのプロリーグにおいて必

須としていますが、大陸連盟（アジア連盟：AHF）および国内大会においては、

主催者の権限で設置を決定するとしています (競技規則 1:9)。  

スローオフエリアの導入は、とりわけ、ゲームの流れを増やし、少ない中断の

もと、より魅力的でスピーディーなゲーム展開を促すことを目的としています。 

以下の 11 のビデオでは、この新しいスローオフの実施で想定される様々な状

況において重要となる観察の際の視点と判断基準について、詳細な説明と共に示

されています。  

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、観ている皆さんにとってより理

解しやすい映像とするため、シーンごとのプレーヤーの数は必要最小限で撮

影しています。  

訳）公益財団法人  日本ハンドボール協会審判本部  
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 Video 1  － スローを行うプレーヤーのみ － 

レフェリーはいつ、スローオフの笛を吹くのか（競技規則 10：3b）？ 

 

このビデオは 10 の異なるシーンで、スローを行うプレーヤーがゴールキーパー（以下、

GK）不在の相手チームのゴールへ、スローオフから直接のシュートを狙っている状況が

示されています。これらのシーンでは、レフェリーがいつスローオフを実施するための

合図を出すことができるのかについて、重要な判断基準を示しています。 

 

リンク先 ： https://youtu.be/XIEcq3ewz_w 

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、伝えやすさを重視 

するために、プレーヤーの数は必要最小限で撮影しています。 

 

シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

1 

＜視点 1＞ 

・左足はスローオフエリアの中に入ってい

る。 

・投球腕は、バックスイングしている。 

＝ボールはスローオフエリアの外にある 

★この時レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことはできない！ 

 

＜視点 2＞ 

・ボールと両足は、スローオフエリアの中

にある。 

 

・レフェリーは、スローオフ実施の

ための笛を吹くことができる。 

＜視点 3＞ 

・スローを行うプレーヤーは、走りながら

スローを行っている（いわゆる利き手と

同じ足を軸足としながら）。 

・この方法でスローを行う際に、スローオ

フエリアの中で一時的に両足が、地面か

ら離れることもある。 

・これは競技規則に基づいた方法での実施

である。 

 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=10 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

2 

・ボールと両足は、スローオフエリアの中に

ある。 

【注】 

スローオフの笛の合図の前は、スローを

行うプレーヤーは、ボールを持ったまま

何歩でも歩くことができる。 

・レフェリーは、スローオフ実施の

ための笛を吹くことができる。 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=84 
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＜視点 1＞  

・レフェリーは、スローオフ実施の

ための笛を吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフ

エリアの外（相手コート側）に左足が触れ

ている。 

・スローを行うプレーヤーは、まだスロー

イングモーション（以下、投球動作）にあ

り、ボールは手の中かつスローオフエリ

アの中にある。 

 

・もしもレフェリーが、正しいタイ

ミングでスローオフの笛を、す

でに吹いていたのであれば･･･ 

・例えスローはまだ実施されてい

なかったとしても、スローを行

うプレーヤーの片足がスローオ

フエリアラインを越えている 

（競技規則 10：3b 3 つ目の項

目、15：7）。 

 

【競技の再開方法】 

・相手チームのフリースロー 

（競技規則 15：7） 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=129 
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＜視点 1＞ 

・素早いスローオフの実施： 

スローを行うプレーヤーは、ボールをス

ローオフエリアの中でキャッチしてい

る。 

・ボールと両足は、スローオフエリアの中

にある。 

 

・レフェリーは、スローオフ実施の

ための笛を吹くことができる。 

 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=129
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

4 

＜視点 2＞ 

・ボールはスローオフエリアの中で、スロ

ーを行うプレーヤーの手から離れてい

る。 

＝プレーの継続 

 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=193 
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＜視点 1＞ 

・片足はスローオフエリアに触れている。 

・スローを行うプレーヤーは、まだボール

をコントロールしていない。 

 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、ボールをコ

ントロールしている。 

・ボールと両足は、スローオフエリアの中

にある（競技規則 10：3b 2 つ目の項目

5ｂ）。 

 

・レフェリーは、スローオフ実施の

ための笛を吹くことができる。 

＜視点 3＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフ

エリアの外（相手コート側）に左足が触れ

ている。 

・スローを行うプレーヤーは、まだ投球動

作途中にあり、ボールは手の中かつスロ

ーオフエリアの中にある。 

 

1．レフェリーはスローオフの笛を

吹く。 

－ スローを行うプレーヤーは、

片足がスローオフエリアライ

ンを越えてはいるが、まだス

ローオフを実施していない 

（競技規則 10：3b 3 つ目の

項目、15：7）。 

－ レフェリーは、すでにスロー

オフの実施のための笛を吹い

ている。 

2．相手チームのフリースロー（競

技規則 15：7）。 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=251 

 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=193
https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=251
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

6 

＜視点 1＞ 

・スローを行うプレーヤー左足は、自陣側

からスローオフエリアに触れている。 

・スローを行うプレーヤーは、まだ投球動

作途中にあり、ボールは手の中かつスロ

ーオフエリアの外にある。 

★この時レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことはできない！ 

 

＜視点 2＞ 

・ボールと両足は、スローオフエリアの中

にある。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

【注】 

－ 走りながらの素早いスローオ

フの実施。 

－ もしもスローオフが、笛の合図

なしに実施されているならば、

間違いを正してから、再度スロ

ーオフを実施させなければな

らない。 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=313 

7 

＜視点 1＞ 

・スローを行うプレーヤーの左足は、自陣

側のスローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーは、まだ投球動

作途中にあり、ボールは手の中かつスロ

ーオフエリアの外にある。 

【観察の視点】 

投球腕は、後ろに引かれている。 

★この時レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことはできない！ 

 

 

 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=313
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

7 

＜視点 2＞ 

・この瞬間、ボールと両足はスローオフエ

リアの中にある。 

【重要】 

スローを行うプレーヤーは、すでにボー

ルを投げ出す体勢に入っている。 

 

・レフェリーはスローオフの笛を

吹くことができる。 

【注】 

－ 走りながらの素早いスローオ

フの実施。 

－ もしもスローオフが、笛の合図

なしに実施されているならば、

間違いを正してから、再度スロ

ーオフを実施させなければな

らない。 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=374 
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・スローを行うプレーヤーの左足は、自陣側

のスローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーは、まだ投球動作

途中にあり、ボールは手の中かつスローオ

フエリアの外にある。 

【観察の視点】 

投球腕は、後ろに引かれている。 

 

1．この時レフェリーは、スローオ

フの笛を吹くことはできない。 

2．もしもスローオフが、笛の合図

なしに実施されているならば、

間違いを正してから、再度スロ

ーオフを実施させなければな

らない。この状況でのアドバン

テージの適用はない。 

【重要】 

－ レフェリーが吹く笛のタイミ

ングは、大切な要素である。 

－ このケースは、競技終了前 30

秒間における GK 不在の状況に

おいて、特に重要となる（競技

規則 8：10ｃ、ｄ）。 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=443 
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・とても素早いスローオフの実施。 

・ボールと両足はスローオフエリアの中にあ

る。 

・笛の合図の前後において、スローオフエリ

アの中での歩数に制限はない。 

・レフェリーはスローオフの笛を

吹くことができる。 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=497 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=374
https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=443
https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=497
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

10 

・ボールと両足はスローオフエリアの中にあ

る。 

・スローオフの笛の前は、歩数の制限なしに

歩くことができる。 

・スローを行うプレーヤーは、数回のパスフ

ェイントを入れている。 

【注】 

－ スローオフは、笛の合図から 3 秒以内に

実施されなければならない（競技規則 10：

3b 1 つ目の項目）。 

－ 笛の合図から 3 秒以内にスローが実施さ

れなかった場合、相手チームのフリースロ

ーとなる。 

・レフェリーはスローオフの笛を

吹くことができる。 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=537 

 

 

 

 

 

 Video 2  － スローを行うプレーヤーのみ － 

例 外 的 状 況 

 

ビデオはさらに 11 のシーンで、スローオフの実施に際し例外的に起こりうる状況を示

しています。 

【プレーヤーとチーム役員にとって重要なこと】 

レフェリーの笛の合図の後の間違ったスローの実施は、相手チームにボールの所持

が変わりうる。 

 

リンク先 :  https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8 

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、伝えやすさを重視 

するために、プレーヤーの数は必要最小限で撮影しています。 

 

 

 

 

https://youtu.be/XIEcq3ewz_w?t=537
https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

１ 

・スローオフを行うプレーヤーは、スローオ

フエリアに向かって走っているが、まだ、

ボールをキャッチできていない。 

・スローを行うプレーヤーは、ボールをコン

トロールしていない。 

 

・スローを行うプレーヤーは、ボールを拾い

に行くために相手コートの中へと入ってい

る。 

1．レフェリーは、スローオフの実

施のための笛を、吹くことはで

きない。 

【注】 

プレーヤーがボールをコント

ロールしていないのであれば、

レフェリーは決してスローオ

フの笛を吹いてはならない。 

2．決して、即座にパッシブプレー

の判定をしてはならない。 

3．間違いを正してから、笛の合図

を行う。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=9 

２ 

＜視点 1＞ 

・ボールと両足はスローオフエリアの中に

ある。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、笛の合図の

後に、ボールを弾ませている。 

 

・笛の合図の後の間違ったスロー

の実施は、相手チームのフリー

スローとなる。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=66 

３ 

＜視点 1＞ 

・ボールと両足はスローオフエリアの中に

ある。 

・スローを行うプレーヤーはスローオフを

実施する前に、3 歩以上歩いている。 

・スローを行うプレーヤーは、数回のパス

フェイントを行っている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・レフェリーの笛の合図の後、スローの実

施までに 3 秒以上かけている。 

・レフェリーの笛の合図の後、この状況で

の歩数の制限はない。 

 

・相手チームのフリースロー。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=116 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=9
https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=66
https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=116
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

４ 

＜視点 1＞ 

・ボールと両足はスローオフエリアの中に

ある。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、レフェリー

の笛の合図の後にスローオフエリアを離

れ、ボールを弾ませている。 

 

・笛の合図の後の間違ったスロー

の実施は、相手チームのフリー

スローとなる（15：2 第2段落）。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=203 

５ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフエ

リアの外（自陣コート側）から、スローオ

フを実施している。 

・間違ったスローの実施を、認めて

はならない。 

・スローオフの実施のための笛を、

吹くことはできない。 

・間違いを正してから、笛の合図を

行う。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=279 

６ 

＜視点 1＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフ

エリアの外で、ボールをキャッチし損ね

ている。 

・ボールと両足はスローオフエリアの中に

あるが、スローを行うプレーヤーは、ボー

ルをまだコントロールしていない 

★この時レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことはできない！ 

 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、まだボール

をコントロールしていない。 

 

【重要】 

スローを行うプレーヤーがボール

をコントロールしているときの

み、スローオフ実施のための笛を

吹くことができる。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=203
https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=279
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

6 

＜視点 3＞ 

・ボールが片足に触れている。 

・スローを行うプレーヤーは、まだボール

をコントロールしていない。 

 

【重要】 

スローを行うプレーヤーがボール

をコントロールしているときの

み、スローオフ実施のための笛を

吹くことができる。 

・このミス（ボールが片足に触れ

る）は、笛の合図の前であれば、

問題ない（間違いを正してから、

笛の合図を吹けばよい）。 

【トレーニングノート】 

もしもボールがスローを行うプレ

ーヤーの足に当たるというこの状

況が、レフェリーの笛の合図の後

であるならば、相手チームのフリ

ースローとしなければならない

（15：2 第 2 段落）。 

＜視点 4＞ 

・スローを行うプレーヤーは、ボールをコ

ントロールしている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=313 

７ 

＜視点 1＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフ

エリアの外で、ボールをキャッチし損ね

ている。 

・ボールと両足はスローオフエリアの中に

あるが、スローを行うプレーヤーは、ボー

ルをまだコントロールしていない 

★この時レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことはできない！ 

 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、ボールをコ

ントロールしている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=313
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7 

＜視点 3＞ 

・スローを行うプレーヤーは、左足がスロ

ーオフエリアを越えて、相手チームのコ

ートに触れている。 

・スローを行うプレーヤーは、まだ投球動

作途中にあり、ボールは手の中かつスロ

ーオフエリアの中にある。 

 

・間違ったスローの実施は、相手 

チームのフリースローとなる。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=467 

８ 

＜視点 1＞ 

・スローオフエリアの外で、ボールをキャ

ッチし損ねている。 

・ボールと両足はスローオフエリアの中に

あるが、スローを行うプレーヤーは、ボー

ルをまだコントロールしていない。 

・スローを行うプレーヤーは、立ち上がっ

ているわけではない。 

★この時レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことはできない！ 

 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、ボールを保

持しようと試みている。 

・スローを行うプレーヤーは、ボールをス

ローオフエリアの中に戻したがってい

る。 

 

【重要】 

レフェリーは、このような状況に

おいて、笛を吹いてはならない。 

＜視点 3＞ 

・スローを行うプレーヤーは、座ったまま

スローオフを実施している。 

 

・スローオフは、スローを行うプレ

ーヤーが立っている状態での

み、実施可能である。 

・スローオフ実施のための笛を、吹

くことはできない。 

・間違いを正してから、笛の合図を

行う。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=555 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=467
https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=555
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

９ 

＜視点 1＞ 

・スローオフエリアの外で、ボールをキャ

ッチし損ねている。 

・スローを行うプレーヤーは、ボールと共

に倒れ込みながらスローオフエリアの中

に入っている。 

★この時点でレフェリーは、スローオフの

笛を吹くことはできない（15：1）。 

 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、ボールをコ

ントロールしている。 

 

・レフェリーは、スローを行うプレ

ーヤーが立ち上がり、正しい位

置についているならば、スロー

オフ実施のための笛を吹くこと

ができる。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=660 

10 

＜視点 1＞ 

・ボールと両足はスローオフエリアの中に

ある。 

・スローを行うプレーヤーは、自分の片足

にボールを弾ませている。 

 

1．もしもレフェリーが、すでにス

ローオフ実施のための笛を吹

いていたのであれば、相手チー

ムのフリースロー(15：2 第 2

段落)。 

2．もしもレフェリーの笛の前であ

れば、レフェリーは間違いを正

してから、スローオフの笛を吹

く。 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフ

エリアの外に出て、転がっているボール

を拾い上げている。 

 

1．もしもレフェリーが、すでにス

ローオフ実施のための笛を吹

いていたのであれば、相手チー

ムのフリースロー(15：2 第 2

段落)。 

2．もしもレフェリーの笛の前であ

れば、レフェリーは間違いを正

してから、スローオフの笛を吹

く。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=723 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=660
https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=723
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

11 

・ボールと両足は、スローオフエリアの中に

ある。 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフエ

リアの中からジャンプし、ボールを投げて

いる。 

1．もしもレフェリーが、すでにス

ローオフ実施のための笛を吹

いていたのであれば、相手チー

ムのフリースロー(15：2 第 2

段落)。 

2．もしもレフェリーの笛の前であ

れば、レフェリーは間違いを正

してから、スローオフの笛を吹

く。 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=829 

 

 

 

 

 

 Video 3  － スローを行うプレーヤーと防御側プレーヤーの 1 対 1 － 

防御側プレーヤー（以下、DF）は、直接ゴールを狙うシュートを阻止しようとしている 

 

今日のスローオフは、積極的な防御活動による 1 対 1 の状況で、GK 不在のゴールに向

けて直接のシュートとして実施される傾向にあります。このビデオではそのような状況

において、シュートを阻止しようとする DF の競技規則に則った防御活動あるいは、違

反となる行動が 6 つ収録されています。 

 

リンク先 :  https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo 

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、伝えやすさを重視 

するために、プレーヤーの数は必要最小限で撮影しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/UKdiJ1-HBf8?t=829
https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo
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競技規則解釈に関するガイドライン  

1）DF による違反行為を判定するための判定基準  

a）DF は不正に位置を取っているが、スローを行うプレーヤーと身体接触がない。 

＃ プレーに影響がない場合、アドバンテージルールを適用させ、罰則は適用しない

（ただし、DF への口頭やボディーランゲージ等での注意は必要となる）。 

＃ プレーに影響がある場合、アドバンテージルールを考慮することなく、段階的罰

則を適用する。 

＃ 以下のような妨害のみを目的とした行為に対し、即座に 2 分間退場とする。 

例) 明らかにスローオフエリアの中に走る、スローを行うプレーヤーに近い位置

からあるいは明らかにスローオフエリアの中に入りスローを阻止する 等 

 

b）DF は不正に位置を取り、スローを行うプレーヤーと身体接触がある。 

＃ 常に即座に 2 分間退場とする（より激しい違反行為に対しては、失格以上の判定

もあり得る）。これは、常に適用されなければならず、アドバンテージルールを適

用する状況においても、同様に適用する。 

 

2）競技終了前 30 秒間  

a）スローの実施が妨げられた場合、レフェリーは直ちに競技規則 8：10ｃを適用し、7

ｍスローと違反を犯した DF に対し、直接の失格を判定しなければならない。 

b）もしもスローを行うプレーヤーがスローの遅延や妨害を受けたならば、以下の基準が

適用される。 

＃ 直接ゴールを狙ってシュートが打たれた場合のみ、レフェリーは結果を待つこと

ができる。それ以外の全ての状況においてレフェリーは、即座に笛を吹き、競技

規則 8：10ｃを適用しなければならない。 

＃ 放たれたボールがゴールに入らなかった場合、直ちに競技規則 8：10ｃを適用す

る。 

＃ ゴールに入った（得点となった）場合、競技規則 8：10ｃは適用されない。 

＃ ゴールインが認められた場合、前項 1）に従って、スローの違反に関する罰則が

適用される。 

 

3）ゴールキーパー不在の状況に関する従来のガイドラインは、

スローオフの状況においても、同様に適用される  
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

1 

＜視点 1＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・DF はスローオフエリアの外にいる。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーの手からボール

は離れておらず、スローオフエリアライ

ンを通過していない。 

つまり、スローオフはまだ実施されてい

ない（競技規則 10：3ｂ 6 つ目の項目）。 

・DF はスローオフアリアの外側でジャン

プ、ブロックしている。 

・DF の両手は、スローオフエリアの中に不

正に入っている（競技規則 10：3ｂ 8 つ

目の項目、15：4）。 

・DF の違反行為は、スローの直接の実施を

遅らせている。 

 

・まずはアドバンテージルールを

適用する。 

＜視点 3＞ 

・スローオフは、DF がスローオフエリアの

中にいる間に実施される。 

・DF の違反行為は、スローの直接の実施を

遅らせている。 

 

1．まずはアドバンテージルールを

適用する。 

2．ゴールイン：罰則の適用はない 

3．得点とならなかった： 

・攻撃側（以下、OF）チームの

フリースロー 

・DF に段階的罰則を適用する 

（15：9） 

・GK 不在の状況であれば 7ｍ

スローを判定する 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間で

起きた。 

1．7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=110 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=110
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

2 

＜視点 1＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・DF はスローオフエリアの外にいる。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローオフは実施されたが、DF の両手は

スローオフエリアの中でブロックしてい

る。 

・DF の違反行為は、スローの直接の実施を

妨げている。 

 

1．まずはアドバンテージルールを

適用する。 

2．ゴールイン：罰則の適用はない 

3．得点とならなかった： 

・OF チームのフリースロー 

・DF に段階的罰則を適用する 

（15：9） 

・GK 不在の状況であれば 7ｍ

スローを判定する 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間で

起きた。 

1．7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=264 

3 

＜視点 1＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・DF の最初の位置は、スローオフエリアの

外である。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローオフが実施される際に DF は、ブ

ロックのために、左足がスローオフエリ

アの中にある状態でジャンプしている。 

 

 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=264
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

3 

＜視点 3＞ 

・スローは、スローオフエリアの中でジャ

ンプしたDFによって違法に阻止された。 

 

【注】 

ブロック自体は、スローオフエリ

アの外である（この判断は、レフェ

リーの事実観察が基準となる）。 

 

1．アドバンテージルールの適用は

ない。 

2．DF に対して、段階的罰則を適

用する（競技規則 15：9）。 

3．OF チームのフリースロー。 

4．GK 不在の状況であれば 7ｍス

ローを判定する。 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間で

起きた。 

1．7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=381 

4 

＜視点 1＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・DF の最初の位置は、スローオフエリアの

外である。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローオフが実施される際の DF のブロ

ックは、ジャンプした位置はスローオフ

エリアの外ではあるが、両手がスローオ

フエリアの中に入っている状態で行われ

ており、違法なブロックである。 

 

1．アドバンテージルールの適用は

ない。 

2．DF に対して、段階的罰則を適

用する（競技規則 15：9）。 

3．OF チームのフリースロー。 

4．GK 不在の状況であれば 7ｍス

ローを判定する。 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=381
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

4 

 【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間で

起きた。 

1．7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=507 

5 

＜視点 1＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローオフは、明らかにスローオフエリ

アの外でジャンプしている DF によって

阻止されている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

【注】 

この観点から、DF はボールがスロ

ーオフエリアラインを通過した後

に、ボールをブロックしていると

判断する（競技規則 10：3ｂ 6 つ

目、8 つ目の項目）。 

＜視点 2＞ 

・この「ボールとの最初の接触がどこで行

われたのか」の判断は、レフェリーの事実

観察が基準となる。 

－ ボールは DF の積極的で「激しい」前

への腕の振りによって、ブロックさ

れている。 

－ もしも DF のブロックが、ボールがス

ローオフエリアラインを通過する前

であれば、レフェリーによって罰則

が適用されなければならない。 

 

・レフェリーの事実観察が基準と

なる。 

1．ボールがブロックされたのが、

スローオフエリアの外であれ

ば、「プレーの継続」。 

2．ボールがブロックされたのが、

スローオフエリアの中であれ

ば 

－ DFに段階的罰則を適用する

（15：9） 

－ OF チームのフリースロー 

【重要】 

このような状況において、レフェ

リーは、正しい判定を行うための

最適な位置を取ることが重要とな

る。 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=507
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

5 

 【トレーニングノート】 

もしも競技終了前 30 秒間で、ボー

ルがスローオフエリアラインを通

過する前に、DF がボールをブロッ

クしたならば･･･ 

－違反を犯したプレーヤーを失

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

－7ｍスローを判定する。 

－GK 不在の状況であれば 7ｍス

ローを判定する。 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=612 

6 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・DF の両足と両腕、両手は、スローオフが実

施される間、スローオフエリアの外にある。 

・DF はスローオフエリアラインの前で、積極

的に前へと動いているわけではない。 

・スローを行うプレーヤーは、DF に近い状態

でスローオフを実施している。 

・スローを行うプレーヤーは、DF のブロック

に対して、利き手と反対側のサイドから右

側のコースへ、直接シュートを試みている。 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

 

 

 

 

 

 

・プレーの継続。 

【トレーニングノート】 

－ DF の基本位置は、競技規則に

則った上で、スローオフエリア

ライン間際と、とても近い位置

を取っている。 

－ OF は DF に近すぎるため、シ

ュートコースを変えることを

余儀なくされている（利き手と

反対側から打たざるをえな

い）。 

 

 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=612
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

6 

 － 実践的なトレーニングに重要： 

スローを行うプレーヤーは、ス

ローオフエリア内での位置を自

由に選択することができるた

め、状況に応じて戦術的な判断

を行わなければならない。 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=728 

 

 

 

 

 

 Video 4  － スローを行うプレーヤーと防御側プレーヤーの 1 対 1 － 

ＤＦはブロックする前に、スローオフエリアの中を走り抜けている 

 

自チームがシュートを決めた後、帰陣する際に、DF となるチームのプレーヤーは、相手

チームのスローオフの実施が不利にならない限り、スローオフエリアを走り抜けること

は許されています。 

提示されている 3 つのシーンは、正しい判断を行うためのレフェリーの位置取りの重要

性を示しています。 

 

リンク先 :  https://youtu.be/nKkkNxf76EY 

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、伝えやすさを重視 

するために、プレーヤーの数は必要最小限で撮影しています。 

 

シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

1 

＜視点 1＞ 

・DFはスローオフエリアの中を通って帰陣

している。 

・ボールをまだ保持していないスローを行

うプレーヤーとの距離も離れている。 

 

・この状況で DF が、スローオフエ

リアに触れていたとしても OF

の不利にはならないため、プレ

ーを継続させる。 

 

 

https://youtu.be/9Zrvr_HG0Jo?t=728
https://youtu.be/nKkkNxf76EY


22 

シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

1 

＜視点 2＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・DF は、明らかにスローオフエリアの外で

位置を取っている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

＜視点 3＞ 

・DF は、ボールがスローオフエリアライン

を通過した後に、両手でブロックをして

いる。 

 

【注】 

このような状況において、レフェ

リーは、正しい判定を行うための

位置を取ることが重要となる。 

 

・スローオフの実施ならびにDFの

振る舞いは正しく、プレーを継

続させる。 

https://youtu.be/nKkkNxf76EY?t=12 

2 

＜視点 1＞ 

・DFはスローオフエリアの中を通って帰陣

している。 

・ボールをまだ保持していないスローを行

うプレーヤーとの距離もかなり離れてい

る。 

 

・この状況で DF が、スローオフエ

リアに触れていたとしても OF

の不利にはならないため、プレ

ーを継続させる。 

＜視点 2＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

が、スローオフエリアの中にある状況で

DF は、スローオフエリアの外に位置を取

っている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛を

吹くことができる。 

＜視点 3＞ 

・DF は、ボールがスローオフエリアライン

を通過した後に、両手でブロックをして

いる。 

 

【注】 

このような状況において、レフェ

リーは、正しい判定を行うための

位置を取ることが重要となる。 

 

・スローオフの実施ならびにDFの

振る舞いは正しく、プレーを継

続させる。 

https://youtu.be/nKkkNxf76EY?t=128 

https://youtu.be/nKkkNxf76EY?t=12
https://youtu.be/nKkkNxf76EY?t=128
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3 

＜視点 1＞ 

・DFはスローオフエリアの中を通って帰陣

している。 

・スローを行うプレーヤーとの距離もかな

り離れている。 

 

・この状況で DF が、スローオフエ

リアに触れていたとしても OF

の不利にはならないため、プレ

ーを継続させる。 

＜視点 2＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

が、スローオフエリアの中にある状況で

DF は、スローオフエリアの外に位置を取

っている。 

・DF は明らかにスローオフエリアの外で、

ボールをブロックしている。 

 

1．レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

2．スローオフの実施ならびに DF

の振る舞いは正しく、プレーを

継続させる。 

https://youtu.be/nKkkNxf76EY?t=247 

 

 

 

 

 

 Video 5  － スローを行うプレーヤーと防御側プレーヤーの 1 対 1 － 

ＤＦがスローの実施を妨げている 

 

ビデオでは 7 つのシーンで、スローの実施を積極的に妨害したり、遅らせたり、阻止し

たりすることを目的とした DF の様々な違反行為が示しています。 

プレーヤーは特に、競技終了前 30 秒間にそのような違反が起きた場合、レフェリーは

OF チームに 7ｍスローを与え、違反を犯したプレーヤーを失格とすることに注意する

必要があります。 

（P15： 競技規則解釈に関するガイドライン を参照のこと） 

 

リンク先 :  https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM 

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、伝えやすさを重視 

するために、プレーヤーの数は必要最小限で撮影しています。 

 

https://youtu.be/nKkkNxf76EY?t=247
https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM
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1 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足は、

スローオフエリアの中にある。 

・DF はスローオフエリアの中に走り込みなが

ら、肩を使ってスローを行うプレーヤーに

接触をしている。 

・この接触にもかかわらず、スローを行うプレ

ーヤーは、直接ゴールを狙ってスローを実

施することができる状況にある。 

1．まずはアドバンテージルール

を適用する。 

2．レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

 

（スローオフの笛の後） 

1．まずはアドバンテージルール

を適用する。 

2．ゴールイン： 

・即座に 2 分間退場 

3．得点とならなかった： 

・OF チームのフリースロー 

・DF に即座に 2 分間退場を適

用する 

・GK 不在の状況であれば 7ｍ

スローを判定する 

 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=110 

2 

＜視点 1＞ 

・DF は、スローを行うプレーヤーがスロー

オフエリアの中に入る前に、横方向からス

ローオフエリアの中に入っている。 

・DF のこの行動にもかかわらず、スローを

行うプレーヤーは、引き続き走ることがで

きる状況にある。 

・DF はスローを行うプレーヤーに、接触し

ていない（触れていない）。 

 

・まずはアドバンテージルールを

適用する。 

 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=110


25 
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2 

＜視点 2＞ 

・DF はスローオフエリアの中に走り込みな

がら、相手チームのスローオフを妨害して

いる。 

・DF はスローを行うプレーヤーに背中を向

けつつも、接触しているわけではない。 

・DF のこの妨害にもかかわらず、スローを

行うプレーヤーは、GK 不在のゴールへと

直接シュートを狙うことができる状況に

ある。 

 

 

1．まずはアドバンテージルール

を適用する。 

2．ゴールイン： 

・即座に 2 分間退場 

3．得点とならなかった： 

・OF チームのフリースロー 

・DF に即座に 2 分間退場を適

用する 

・GK 不在の状況であれば 7ｍ

スローを判定する 

 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=204 

3 

＜視点 1＞ 

・DF は、スローを行うプレーヤーがスロー

オフを実施しようとしている最中に、横方

向からスローオフエリアの中に入ってい

る。 

・DF のこの行動にもかかわらず、スローを

行うプレーヤーは、スローを実施できる状

況にある。 

・DF はスローを行うプレーヤーに、接触し

ていない。 

 

・まずはアドバンテージルールを

適用する。 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=204
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シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

3 

＜視点 2＞ 

・DF はスローオフエリアの中で横方向か

ら、両腕を挙げながらスローの実施を妨害

している。 

・これによりスローを行うプレーヤーは、投

球スペース（コース）を制限されている。 

・DF はスローを行うプレーヤーに、接触し

ていない。 

・DF のこの妨害にもかかわらず、スローを

行うプレーヤーは、GK 不在のゴールへと

直接シュートを狙うことができる状況に

ある。 

 

 

1．まずはアドバンテージルール

を適用する。 

2．ゴールイン： 

・即座に 2 分間退場 

3．得点とならなかった： 

・OF チームのフリースロー 

・DF に即座に 2 分間退場を適

用する 

・GK 不在の状況であれば 7ｍ

スローを判定する 

 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=305 

4 

＜視点 1＞ 

・スローを行うプレーヤーがスローオフエ

リアの中に入ってきた際の DF の最初の

位置は、明らかにスローオフエリアの外で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=305
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4 

＜視点 2＞ 

・ボールと共にスローを行うプレーヤーの

両足は、スローオフエリアの中にある。 

・DF は、スローオフエリアの中に一歩踏み

出し、スローを行うプレーヤーに対して守

りにいくかのように見せかけている。 

・DF のこの行為は、スローオフの妨害が目

的である。 

・DF のこの行為にもかかわらず、スローを

行うプレーヤーは、GK 不在のゴールへと

直接シュートを狙うことができる状況に

ある。 

 

1．まずはアドバンテージルール

を適用する。 

2．レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

 

＜視点 3＞ 

・DF は素早くスローオフエリアの外に出

て、正しい位置から両手でボールをブロッ

クしている。 

 

1．DF に対して段階的罰則を適用

する（競技規則 15：9）。 

2．OF チームのフリースロー。 

3．GK 不在の状況であれば 7ｍス

ローを判定する。 

 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=406 

 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=406


28 
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5 

・DF は、スローを行うプレーヤーがスローオ

フを実施しようとしている最中に、横方向

からスローオフエリアの中に入っている。 

・DF はスローを行うプレーヤーに背中を向け

ているが、両腕を挙げてスローの実施を妨

害している。 

・DF はスローを行うプレーヤーに、接触して

いない。 

・DF のこの妨害にもかかわらず、スローを行

うプレーヤーは、GK 不在のゴールへと直接

シュートを狙うことができる状況にある。 

1．まずはアドバンテージルール

を適用する。 

2．ゴールイン： 

・罰則の適用はない 

3．得点とならなかった： 

・OF チームのフリースロー 

・DF に段階的罰則を適用する

（競技規則 15：9） 

・GK 不在の状況であれば 7ｍ

スローを判定する 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=533 

6 

・ボールと共にスローを行うプレーヤーの両

足は、スローオフエリアの中にある。 

・DF は、片方の腕を動かしながらスローオフ

エリアの中に一歩踏み出し、スローを行う

プレーヤーに対して接触しにいくかのよう

に見せかけている。 

・DF のこの行為は、スローオフの妨害が目的

である。 

・DF のこの行為にもかかわらず、スローを行

うプレーヤーは、GK 不在のゴールへと直接

シュートを狙うことができる状況にある 

1．まずはアドバンテージルール

を適用する。 

2．ゴールイン： 

・罰則の適用はない 

3．得点とならなかった： 

・OF チームのフリースロー 

・DF に段階的罰則を適用する

（競技規則 15：9） 

・GK 不在の状況であれば 7ｍ

スローを判定する 

 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=610 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=533
https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=610
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7 

・DF は、スローオフエリアに走り込み、接触

によりスローオフの実施を中断している。 

・その違反行為により、スローオフの実施は妨

害されている。 

1．DF に即座に 2 分間退場を適

用する。 

2．OF チームのフリースロー。 

3．GK 不在の状況で、スローを行

うプレーヤーがゴールを狙っ

てボールを投げようとしてい

たならば、7ｍスローを判定す

る。 

 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=684 

 

 

 

 

 

 Video6  － スローを行うプレーヤーとその味方のプレーヤー － 

スローオフエリアの外にいる味方にパスを出す 

 

ビデオでは新たに 6 つのシーンで、スローを行うプレーヤーがスローオフエリアの外に

いる味方のプレーヤーに対してパスをするという新たな基本的な状況を示しています。

なおこれらの状況で、間違ったスローの実施は、OF チームのターンオーバーにつなが

る可能性もあります。 

 

リンク先 ： https://youtu.be/W0VVyYL3SSo 

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、伝えやすさを重視 

するために、プレーヤーの数は必要最小限で撮影しています。 

 

https://youtu.be/gEZ0G5kmlpM?t=684
https://youtu.be/W0VVyYL3SSo
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1 

＜視点 1＞ 

・ボールと共にスローを行うプレーヤーの

両足は、スローオフエリアの中にある。 

・味方のプレーヤーは、まだセンターライ 

ンを踏み越えていない。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフ 

エリアの中から味方のプレーヤーにパス

をするために、ボールをスローオフエリア

の外へと移動させている。 

 

・レフェリーはこの不正なスロー

の実施に対し、相手チームにフ

リースローを与える（競技規則

10：3ｂ 6 つ目の項目 1 つ目

の文章）。 

【注】 

一般的にスローオフは、スローオ

フエリアの中で実施されなければ

ならない。 

このシーンのように、ボールがス

ローオフエリアラインを越えた状

態からプレーが行われるのであれ

ば、それは不正に空間を利用して

いることになる。 

https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=9 

2 

＜視点 1＞ 

・ボールと共にスローを行うプレーヤーの

両足は、スローオフエリアの中にある。 

・味方のプレーヤーは、まだセンターライ 

ンを踏み越えていない。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、レフェリーの

笛の合図に続いて、センターラインを越え

て相手コートへと向かう味方のプレーヤ

ーに、パスをしている。 

 

・スローオフは正しく実施されて

おり、プレーを継続させる。 

https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=95 

https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=9
https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=95
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3 

＜視点 1＞ 

・スローを行うプレーヤーの右足は、スロー

オフエリアラインに触れている。 

・味方のプレーヤーは、まだセンターライ 

ンを踏み越えていない。 

 

・レフェリーは、まだスローオフ

の実施のための笛を、吹くこと

はできない。 

＜視点 2＞ 

・ボールと共にスローを行うプレーヤーの

両足は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーは、レフェリーの

笛の合図に続いて、センターラインを越え

て相手コートへと向かう味方のプレーヤ

ーに、パスをしている。 

 

1．レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

2．スローオフは正しく実施され

ており、プレーを継続させる。 

https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=176 

4 

・ボールと共にスローを行うプレーヤーの左

足は、スローオフエリアの中にある。 

・レフェリーは、スローオフの笛を吹くことが

できるが、味方のプレーヤーは、すでに片足

がセンターラインを踏み越えている。 

1．レフェリーは、スローオフの実

施のための笛を、吹くことはで

きない。 

2．レフェリーは、間違いを正して

からスローオフを実施させる。 

https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=260 

5 

＜視点 1＞ 

・スローを行うプレーヤーの左足は、スロー

オフエリアの中にある。 

・しかし、ボールはまだスローオフエリアの

中にない（レフェリーにとって観察が難し

く“ミリ単位の判断”）。 

・味方のプレーヤーは、まだセンターライン

を踏み越えていない。 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=176
https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=260
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5 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、プレーの方向

に背中を向けスローオフエリアの外で、味

方のプレーヤーに手首のみを使ってパス

をしている。 

 

1．レフェリーは、スローオフの実

施のための笛を、吹くことはで

きない。 

2．レフェリーは、間違いを正して

からスローオフを実施させる。 

【注】 

もしもレフェリーの事実観察に基

づいて、すでにスローオフ実施の

ための笛が吹かれていたのであれ

ば、映像のような間違ったスロー

の実施（ボールがスローオフエリ

アの中にない）は、相手チームの

フリースローとなる。 

https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=312 

6 

・スローを行うプレーヤーの左足は、スローオ

フエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーは、クロスで走って

くる味方のプレーヤーに対して、手首のみ

を使ったパスをしようとしている（これは

攻撃時に一般的に用いられる戦術の一つ

で、ウィングプレーヤーが、ボールを受け取

るために、スピードをつけて中央へと走っ

てくる攻撃戦術）。 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフエリ

アの外で、味方のプレーヤーにパスをして

いる（レフェリーにとって観察が難しく“ミ

リ単位の判断”）。 

1．レフェリーは、スローオフの実

施のための笛を、吹くことはで

きない。 

2．レフェリーは、間違いを正して

からスローオフを実施させる。 

 

【注】 

もしもレフェリーの事実観察に基

づいて、すでにスローオフ実施

のための笛が吹かれていたの

であれば、映像のような間違っ

たスローの実施（ボールがスロ

ーオフエリアの中にない）は、

相手チームのフリースローと

なる。 

https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=386 

 

 

https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=312
https://youtu.be/W0VVyYL3SSo?t=386
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 Video 7  － スローを行うプレーヤーとその味方のプレーヤー － 

スローオフエリアの中にいる味方にパスを出す 

 

スローを行うプレーヤーの味方のプレーヤーは、スローオフエリアに走り込んでボール

を受け取ることが許されています。映像にある 4 つのシーンでは特に、いつスローオフ

が行われたのかを判断するための観察基準に焦点を当てています。 

 

リンク先 ： https://youtu.be/8YWYRNBxeBA 

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、伝えやすさを重視 

するために、プレーヤーの数は必要最小限で撮影しています。 

 

シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

1 

＜視点 1＞ 

・ボールと共にスローを行うプレーヤーの

両足は、スローオフエリアの中にある。 

・味方のプレーヤーは、スローオフエリア 

の中に走り込んできている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・ボールは、スローを行うプレーヤーの手か

ら離れている。 

・味方のプレーヤーは、スローオフエリア 

の中でボールを受け取り、十分にコントロ

ールしている。 

 

・スローオフは、正しく実施され

ている（競技規則 10：3ｂ 6 つ

目の項目）。 

https://youtu.be/8YWYRNBxeBA?t=9 

2 

＜視点 1＞ 

・ボールと共にスローを行うプレーヤーの

両足は、スローオフエリアの中にある。 

・味方のプレーヤーは、スローオフエリア 

に向かって走っている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

 

 

 

https://youtu.be/8YWYRNBxeBA
https://youtu.be/8YWYRNBxeBA?t=9
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2 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフエ

リアの中で味方のプレーヤーにパスして

いる。 

・味方のプレーヤーは、スローオフエリア 

の中でボールに触れてはいるが、ボールを

コントロールできていない。 

 

・スローオフは、正しく実施され

ている（競技規則 10：3ｂ 6 つ

目の項目 ボールはパスされ、味

方のプレーヤーが触れている）。 

・プレーを継続させる。 

https://youtu.be/8YWYRNBxeBA?t=96 

3 

＜視点 1＞ 

・ボールと共にスローを行うプレーヤーの

両足は、スローオフエリアの中にある。 

・味方のプレーヤーは、スローオフエリア 

に向かって走っている。 

・とても素早いスローオフの実施。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフエ

リアの中で味方のプレーヤーにパスをし

ている。 

・味方のプレーヤーは、スローオフエリア 

の中でボールを受け取り、すぐに GK 不在

のゴールに向かってシュートを打ってい

る。 

 

・スローオフは、正しく実施され

ている（競技規則 10：3ｂ 6 つ

目の項目 ボールはパスされ、味

方のプレーヤーがコントロール

している）。 

・プレーを継続させる。 

【注】 

スローを行うプレーヤーのみ、ス

ローの実施中にジャンプすること

は許されない（競技規則 10：3ｂ

5 つ目の項目）。 

https://youtu.be/8YWYRNBxeBA?t=187 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/8YWYRNBxeBA?t=96
https://youtu.be/8YWYRNBxeBA?t=187
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4 

＜視点 1＞ 

・ボールと共にスローを行うプレーヤーの

両足は、スローオフエリアの中にある。 

・味方のプレーヤーは、スローオフエリア 

に向かって走っている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフエ

リアの中で味方のプレーヤーにパスをし

ている。 

・味方のプレーヤーは、スローを行うプレー

ヤーとある程度の距離があるため、ボール

はまだスローオフエリア内の空中にある。

その間に、スローを行うプレーヤーの右足

は、すでにスローオフエリアラインを越え

てしまっている。 

 

・スローは不正に実施されている

（競技規則 10：3ｂ 3 つ目、6

つ目の項目）。 

・相手チームのフリースロー。 

【注】 

－ スローを行うプレーヤーは、ス

ローオフが完了したとみなさ

れるまで、身体のどこか一部が

スローオフエリアラインを越

えてはならない（競技規則 10：

3ｂ 3 つ目の項目）。 

－ 映像の状況では、ボールはまだ

スローオフエリアラインを完

全に通過しておらず、味方のプ

レーヤーはまだボール触れて

いないことから、スローオフは

まだ完了していないと言える

（競技規則 10：3ｂ 6 つ目の

項目）。 

－ このような状況で、正しい判定

を行うために、レフェリーの位

置取りは重要となる。 

－ このような違反を判定する際

にレフェリーは、違反行為であ

ることに確信を持っていなけ

ればならない！ 

https://youtu.be/8YWYRNBxeBA?t=275 

 

https://youtu.be/8YWYRNBxeBA?t=275
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 Video 8  － 2 対 1 の状況 － 

DFはより良い位置で守備につくことを目的にスローオフエリアの中を走り抜けている 

 

この映像は新たに起こりうる状況として、DF が帰陣する際に、スローオフエリアを走り

抜けて様々な防御活動を行っている状況を、2 名の OF プレーヤーと 1 名の DF プレー

ヤーによって、7 つの場面を例に示しています。 

ここでもまた、レフェリーによる「DF の防御活動は、スローオフエリアからのスローオ

フによる攻撃の開始に悪影響を及ぼしているか」の判断が重要となります。 

 

リンク先 ： https://youtu.be/COPW3UUbSFg 

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、伝えやすさを重視 

するために、プレーヤーの数は必要最小限で撮影しています。 

 

シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

1 

＜視点 1＞ 

・DF は、スローオフエリアの中に入り、2

名の OF プレーヤーの間で、正対できる位

置を取っている。 

 

【注】 

スローを行うプレーヤーは、まだ

スローオフエリアの中にいない。 

＜視点 2＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの足は、

スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、まだセンターラインを踏み越えて

いない。 

・DF は両腕を挙げ、右足を前に出しながら

位置を取っている。その際 DF の左足は、

スローオフエリアの中に、不当に入ってい

る。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg
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1 

＜視点 3＞ 

・スローを行うプレーヤーは、左側にいる味

方のプレーヤーに向けて、スローオフを実

施している。 

・DF はパスコースに入り、ジャンプをしな

がら両腕を積極的に使いパスの妨害やボ

ールをカットしようとしている。 

 

・パスは味方にわたっており、プ

レーを継続させる。 

【注】 

DF の違反行為は、スローオフ（味

方へのパス）に影響を与えていな

い。したがってレフェリーは、プ

レーの継続を認め、その後 DF に

対して個別に注意する。 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=9 

2 

＜視点 1＞ 

・DF は、スローオフエリアの中を通ってい

る。 

 

【注】 

スローを行うプレーヤーは、まだ

スローオフエリアの中にいない。 

＜視点 2＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、まだセンターラインを踏み越えて

いない。 

・DF もその間に、スローオフエリアの中か

ら出ている。 

 

1．レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

2．DF の行為はスローオフに影響

を与えておらず、プレーを継続

させる。 

【注】 

DFは帰陣の際に、スローオフエリ

アを通過することが認められてい

るが、スローオフの実施を妨害す

ることや遅らせることは許されな

い。 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=117 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=9
https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=117
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3 

＜視点 1＞ 

・DF は、スローオフエリアの中を通ってい

る。 

 

【注】 

スローを行うプレーヤーは、まだ

スローオフエリアの中にいない。 

＜視点 2＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、まだセンターラインを踏み越えて

いない。 

・DF はスローオフエリアの外で、両腕を挙

げ、右足を前に出しながら位置を取ってい

る。 

 

1．レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

2．DF の行為はスローオフに影響

を与えておらず、プレーの継続

を認める。 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=194 

4 

＜視点 1＞ 

・DF は、スローオフエリアの中を通ってい

る。 

 

【注】 

スローを行うプレーヤーは、まだ

スローオフエリアの中にいない。 

＜視点 2＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、まだセンターラインを踏み越えて

いない。 

・DF はスローオフエリアの中から後方（ス

ローオフエリアの外側）に向かって、両腕

を挙げジャンプをし、パスコースを防ごう

と試みている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

 

 

 

 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=194
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4 

＜視点 3・4＞ 

・スローオフの笛の合図の際に DF は、スロ

ーオフエリアの外でジャンプしている。 

※ 視点 4 の場面は、視点 3 と同じ状況を、

別角度のカメラ映像で示しています。 

 

・プレーを継続させる。 

【注】 

DFの防御活動は、スローオフエリ

アの外で行われており、これは許

された行為である。 

そのためレフェリーは、プレーの

継続を認め、その後 DF に対して

個別に注意を与える。 

DF はスローオフエリアを通るこ

とは認められているが、それによ

り相手チームのスローオフの実施

が、不利になってはならない。 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=267 

5 

＜視点 1＞ 

・DF は、スローオフエリアの中を通ってい

る。 

 

【注】 

スローを行うプレーヤーは、まだ

スローオフエリアの中にいない。 

＜視点 2＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、まだセンターラインを踏み越えて

いない。 

・DF はスローオフエリアから出て、2 名の

OF プレーヤーの間に位置を取っている。 

 

1．レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

2．DF の行為はスローオフに影響

を与えておらず、プレーを継続

させる。 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=408 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=267
https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=408
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6 

＜視点 1＞ 

・DF は、スローオフエリアの中を通ってい

る。 

 

【注】 

スローを行うプレーヤーは、まだ

スローオフエリアの中にいない。 

＜視点 2＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、スローオフはまだ実施されていな

いが、すでにセンターラインを踏み越えて

いる。 

・同じタイミングで DF は、スローオフエリ

アから出ている。 

 

1．レフェリーは、このような状況

において、スローオフの笛を吹

いてはならない。 

2．レフェリーは、間違いを正して

からスローオフを実施させる。 

3．DF に個別に注意する。 

＜視点 3＞ 

・DF の防御行為は、プレーの継続に影響を

与えていない。 

 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=479 

7 

＜視点 1＞ 

・DF は、スローオフエリアの中を通ってい

る。 

 

【注】 

スローを行うプレーヤーは、まだ

スローオフエリアの中にいない。 

＜視点 2＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、まだセンターラインを踏み越えて

いない。 

・同じタイミングで DF は、スローオフエリ

アから出ている。 

 

1．レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

2．DF の行為はスローオフに影響

を与えておらず、プレーの継続

を認める。 

＜視点 3＞ 

・スローオフが実施された後、DF は接触に

より、プレーを中断している。 

 

・OF チームのフリースロー。 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=570 

https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=479
https://youtu.be/COPW3UUbSFg?t=570
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 Video 9  － 2 対 1 の状況 － 

積極的な防御活動に対するスローオフの実施 

 

映像では、例えば、2 人の OF プレーヤーの間のパスを直接阻止しようとする DF の許

される、あるいは許されない行為が、7 つのシーンで示されています。 

繰り返しますが、スローオフがすでに実施されたかどうかの観察は、レフェリーにとっ

て重要な判断基準となります。 

（P15： 競技規則解釈に関するガイドライン を参照のこと） 

 

リンク先 ： https://youtu.be/SLgKjqBf4b8 

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、伝えやすさを重視 

するために、プレーヤーの数は必要最小限で撮影しています。 

シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

1 

＜視点 1＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、まだセンターラインを踏み越えて

いない。 

・DF はスローオフエリアの外で、両腕を挙

げ、左足を前に出しながら位置を取ってい

る。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、右側にいる味

方のプレーヤーに向けて、スローオフを実

施している。 

・DF は直ちにボールが出されたプレーヤー

へ接触し、プレーを中断している。 

 

1．スローオフは正しく実施され

ている。 

2．OF チームのフリースロー。 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=108 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8
https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=108
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2 

＜視点 1＞ 

・スローを行うプレーヤーは、ボールをキャ

ッチしたときにはすでに、スローオフエリ

アの中にいる。 

・スローを行うプレーヤーは、明らかにスロ

ーオフエリアの中、相手チームのコート寄

りに位置を取っている。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、まだセンターラインを踏み越えて

いない。 

・DF はスローオフエリアの外で、左足を前

に出しながら位置を取っている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、右側にいる味

方のプレーヤーに向けて、スローオフを実

施している。 

・DF は、スローオフエリアの外でパスコー

スに入り、ボールをカットしている。 

 

・スローオフは正しく実施されて

おり、プレーの継続を認める。 

 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=196 

3 

＜視点 1＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーはスローオフエリアの外に位置し、セ

ンターラインを踏み越えてはいない。 

・この時点で DF の位置は、スローオフエリ

アの外である。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=196
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3 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフエ

リアの中に入ってきた味方のプレーヤー

に向けて、スローオフを実施している。 

・DF はスローオフエリアの中に走り込んで

きて、パスカットをしている。 

 

1．スローオフは完了しておらず、

DF の行為は不当な行為。 

－ ボールはまだスローオフエ

リアの中にあり、スローオ

フエリアラインを完全に通

過しているわけではない。 

（競技規則 10：3ｂ 6 つ目

の項目 1 つ目の文章） 

－ スローを行うプレーヤーは

手からボールを離している

が、その味方のプレーヤー

はボールに触れたりコント

ロールしているわけではな

い。 

（競技規則 10：3ｂ 6 つ目

の項目 2 つ目の文章） 

2．DF に対して、即座に 2 分間退

場を適用する。 

3．OF チームのフリースロー。 

 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．OF チームの 7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=278 

 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=278


44 
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4 

＜視点 1＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーはスローオフエリアの外に位置し、セ

ンターラインを踏み越えていない。 

・この時点で DF の位置は、スローオフエリ

アの外である。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、味方のプレー

ヤーに向けてスローオフを実施している。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、ボールを受け取るためにスローオ

フエリアの中に走り込んできた。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、ボールを受け取る準備をしている

（当該プレーヤーの両手に注目）が、まだ

ボールに触れていない。 

・DF は、スローを行うプレーヤーの味方の

プレーヤーがボールに触れる前に、右足の

一部がスローオフエリアの中に入ってい

る。 

 

1．スローオフは完了しておらず、

DF の行為は不当な行為。 

－ ボールはまだスローオフエ

リアの中にあり、スローオ

フエリアラインを完全に通

過しているわけではない。 

（競技規則 10：3ｂ 6 つ目

の項目 1 つ目の文章） 

－ スローを行うプレーヤーは

手からボールを離している

が、その味方のプレーヤー

はボールに触れたりコント

ロールしているわけではな

い。 

（競技規則 10：3ｂ 6 つ目

の項目 2 つ目の文章） 

－ 競技規則に則ったスローの

完了がしていないにもかか

わらず、DF はスローオフエ

リアの中に走り込み、接触

によりプレーを中断してい

る。 

（競技規則 10：3ｂ 8 つ目

の項目を参照） 
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4 

 2．DF に対して、即座に 2 分間退

場を適用する。 

3．OF チームのフリースロー。 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．OF チームの 7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=395 

5 

＜視点 1＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、まだセンターラインを踏み越えて

いない。 

・DF は、スローオフエリアの外側を走って

いる。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、味方のプレー

ヤーに向けて、スローオフを実施してい

る。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、ボールに触れているがコントロー

ルできていない。 

・DF はまだ、スローオフエリアの外にいる。 

 

・スローオフは正しく実施されて

いる（競技規則 10：3ｂ 6 つ目

の項目 2 つ目の文章）。 

 

＜視点 3＞ 

・DF は転がっているボールを拾い上げ、相

手チームのコートへと走り出している。 

 

・プレーの継続。 

【注】 

DF はボールをスローオフエリア

の外で拾い上げ、相手コートへと

走っている。 

例えスローオフエリアの中で拾い

上げたとしても、競技規則に則っ

た行為である。 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=518 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=395
https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=518
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6 

＜視点 1＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、センターラインを踏み越えてはい

ないが、DF がパスカットを狙っている可

能性があることから、コート中央へと走る

方向を変えている。 

・DF はスローオフエリアの外、かつ 2 名の

OF プレーヤーの間に位置を取っている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

 

＜視点 2＞ 

【注】 

スローオフの笛はすでに吹かれており、ス

ローを行うプレーヤーの味方のプレーヤ

ーが、ボールを受け取るためにセンターラ

インを越えて相手コート内を移動するこ

とは許されている。 

 

 

・スローを行うプレーヤーは、味方のプレー

ヤーに向けて、スローオフを実施してい

る。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、ボールを受け取るためにスローオ

フエリアの中へと走り込んでいる。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、ボールを受け取る準備をしている

（当該プレーヤーの両手に注目）が、まだ

ボールに触れていない。 

・DF は、スローを行うプレーヤーの味方の

プレーヤーがスローオフエリアの中にあ

るボールに触れる前に、スローオフエリア

の中に右足が入っている。 

 

1．スローオフは完了しておらず、

DF の行為は不当な行為。 

－ ボールはまだスローオフエ

リアの中にあり、スローオ

フエリアラインを完全に通

過しているわけではでな

い。 

（競技規則 10：3ｂ 6 つ目

の項目 1 つ目の文章） 

－ スローを行うプレーヤーは

手からボールを離している

が、その味方のプレーヤー

はボールに触れたりコント

ロールしているわけではな

い。 

（競技規則 10：3ｂ 6 つ目

の項目 2 つ目の文章） 

－ 競技規則に則ったスローの

完了がしていないにもかか

わらず、DF はスローオフエ

リアの中に走り込み、プレ

ーを中断している。 

（競技規則 10：3ｂ 8 つ目

の項目を参照） 
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6 

 2．DF に対して、即座に 2 分間退

場を適用する。 

3．OF チームのフリースロー。 

 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．OF チームの 7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=642 

7 

＜視点 1＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、スローオフエリアの外に位置し、

まだセンターラインを踏み越えてはいな

い。 

・この時点で DF は、スローオフエリアの外

に位置を取っている。 

 

・レフェリーは、スローオフの笛

を吹くことができる。 

 

＜視点 2＞ 

・スローを行うプレーヤーは、味方のプレー

ヤーに向けて、スローオフを実施してい

る。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレー

ヤーは、スローオフエリアの外を走ってい

る。 

・DF は、まだボールがスローオフエリアの

中にあるにもかかわらず、右足がスローオ

フエリアの中に入っている。 

 

 

 

 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=642
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7 

＜視点 3＞ 

・DF は、不当な位置からボールをカットし

ている。 

 

1．スローオフは完了しておらず、

DF の行為は不当な行為。 

－ ボールはまだスローオフエ

リアの中にあり、スローオ

フエリアラインを完全に通

過しているわけではない。 

（競技規則 10：3ｂ 6 つ目

の項目 1 つ目の文章） 

－ スローを行うプレーヤーは

手からボールを離している

が、その味方のプレーヤー

はボールに触れたりコント

ロールしているわけではな

い。 

（競技規則 10：3ｂ 6 つ目

の項目 2 つ目の文章） 

－ 競技規則に則ったスローの

完了がしていないにもかか

わらず、DF はスローオフエ

リアの中に走り込み、プレ

ーを中断している。 

（競技規則 10：3ｂ 8 つ目

の項目を参照） 

2．DF に対して、段階的罰則を適

用する（15：9）。 

3．OF チームのフリースロー。 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．OF チームの 7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=783 

https://youtu.be/SLgKjqBf4b8?t=783
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 Video 10  － 2 対 1 の状況 － 

DF によるスローオフ実施の妨害 

 

映像では 5 つのシーンで、スローオフの実施を遅延または阻止により妨害しようとする

DF の様々な違反行為が示されています。 

ここで特に重要なことは、プレーの継続です。ここで示すような状況においてレフェリ

ーは、最初にアドバンテージを適用し、その後 DF が犯した違反行為に対して罰則を適

用することが求められます。 

（P15： 競技規則解釈に関するガイドライン を参照のこと） 

 

リンク先 ： https://youtu.be/m9c5X5RhNms 

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、伝えやすさを重視 

するために、プレーヤーの数は必要最小限で撮影しています。 

 

シーン 観 察 の 際 の 視 点 判定および競技の再開方法 

1 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフを実

施するためにスローオフエリアの中に走っ

てきた。 

・ほぼ同じタイミングでスローオフエリアに

入ってきた DF は、スローを行うプレーヤー

にぶつかることで進路をふさぎ、積極的に

スローオフの実施を妨害している。 

1．スローオフエリアの中に入り、

スローオフが完了する前に、ス

ローを行うプレーヤーに接触

することは、不当な防御行為で

ある（競技規則 10：3ｂ 6 つ

目の項目）。 

2．DF に対して、即座に 2 分間退

場を適用する。 

3．OF チームのフリースロー。 

 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．OF チームの 7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/m9c5X5RhNms?t=109 

 

 

https://youtu.be/m9c5X5RhNms
https://youtu.be/m9c5X5RhNms?t=109
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2 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフを実

施するためにスローオフエリアの中に走っ

てきた。 

・スローオフエリアに入ってきた DF は、スロ

ーを行うプレーヤーの背後からぶつかるこ

とでスローオフの実施を妨害している。 

・スローを行うプレーヤーは、まだスローを行

うプレーヤーの味方のプレーヤーにパスが

できる状況にある。 

1．レフェリーは、まずは（パスが

できる状況に対して）アドバン

テージルールを適用する。しか

しその後、DF に対して罰則を

適用しなければならない。 

2．スローオフエリアの中に入り、

スローオフが完了する前に、ス

ローを行うプレーヤーに背後

から接触することは、不当な防

御行為である（競技規則 10：

3ｂ 6 つ目の項目）。 

3．DF に対して、即座に 2 分間退

場を適用する。 

4．競技の再開方法は、レフェリー

がアドバンテージルールを適

用したかどうかにより異なる。 

 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．OF チームの 7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/m9c5X5RhNms?t=186 

3 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足は、

スローオフエリアの中にある。 

・ほぼ同じタイミングで DF は、左手を使って

スローオフの実施を妨害しながらスローオ

フエリアを通過している。この DF の行為に

より、明らかにスローの実施が遅れている。 

・スローを行うプレーヤーは、まだスローを行

うプレーヤーの味方のプレーヤーにパスが

できる状況にある。 

1．レフェリーは、まずは（パスが

できる状況に対して）アドバン

テージルールを適用する。しか

しその後、DF に対して罰則を

適用しなければならない。 

2．DF に対して、即座に 2 分間退

場を適用する。 

 

 

https://youtu.be/m9c5X5RhNms?t=186
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3 

 【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．OF チームの 7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/m9c5X5RhNms?t=268 

4 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフを実

施するためにスローオフエリアの中に走っ

てきた。 

・ほぼ同じタイミングで DF は、スローを行う

プレーヤーに背中を向けながらスローオフ

エリアの中に入ってきている。そして、2 名

の OF プレーヤーの間に位置を取りながら

両腕を使ってパスコースをふさいでいる。

この DF の行為により、明らかにスローの実

施が遅れている。 

・スローを行うプレーヤーは、まだスローを行

うプレーヤーの味方のプレーヤーにパスが

できる状況にある。 

1．レフェリーは、まずは（パスが

できる状況に対して）アドバン

テージルールを適用する。しか

しその後、DF に対して罰則を

適用しなければならない。 

2．DF に対して、即座に 2 分間退

場を適用する。 

3．競技の再開方法は、レフェリー

がアドバンテージルールを適

用したかどうかにより異なる。 

 

【トレーニングノート】 

この状況が、競技終了前 30 秒間

で起きた。 

1．OF チームの 7ｍスロー 

2．違反を犯したプレーヤーを失 

格とする（競技規則 8：10ｃ） 

https://youtu.be/m9c5X5RhNms?t=342 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/m9c5X5RhNms?t=268
https://youtu.be/m9c5X5RhNms?t=342
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5 

＜視点 1＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフエ

リアの外でボールを受け取っている。 

・ほぼ同じタイミングで DF は、スローオフ

エリアを走り抜けている。 

 

＜視点 2＞ 

・ボールとスローを行うプレーヤーの両足

は、スローオフエリアの中にある。 

・DF はスローオフエリアの外で、スローを

行うプレーヤーに背中を向けたまま、積極

的にスローを妨害しようと位置を取って

いる。 

 

1．レフェリーはスローオフの笛

を吹き、プレーの継続を認め

る。 

2．スローを行うプレーヤーのス

ローミスにより、赤チーム（DF

チーム）のスローインとする。 

https://youtu.be/m9c5X5RhNms?t=422 

 

 

 

 

 

 Video 11  － 2 対 1 の状況 － 

例 外 的 状 況 

 

最後に、スローオフを行ったチームの技術的なミスにより、スローオフエリアの内外で

ボールのコントロールを失うという 2 つの例外的な状況について示しています。 

 

リンク先 ： https://youtu.be/sjrPXgOnT40 

注）本映像は、可能な限り多くの状況を設定し、伝えやすさを重視 

するために、プレーヤーの数は必要最小限で撮影しています。 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/m9c5X5RhNms?t=422
https://youtu.be/sjrPXgOnT40
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＜視点 1＞ 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフを

実施するためにスローオフエリアの中に

走ってきた。 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフエ

リアに着いた際にボールを落とした。 

・DF は、スローオフエリアの外にいる。 

 

 

＜視点 2＞ 

・DF はすぐに反応し、転がっているボール

を拾い上げた。 

 

1．スローオフエリアの中に入り、

スローオフが完了する前に、ボ

ールに触れることは、不当な防

御行為である（競技規則 10：

3ｂ 6 つ目、8 つ目の項目）。 

2．DF に対して、罰則の適用はな

い。 

3．レフェリーは、間違いを正して

からスローオフの笛を吹く。 

https://youtu.be/sjrPXgOnT40?t=9 

2 

・スローを行うプレーヤーは、スローオフエリ

アの中に走ってきて、スローオフを実施し

ている。 

・スローを行うプレーヤーの味方のプレーヤ

ーは、スローオフエリアの外でボールを受

け取っているが、キャッチできずにボール

を落とした。 

・DF は、スローオフエリアの外におり、転が

っているボールにすぐに反応し、拾い上げ

ている。 

1．スローオフは正しく実施され

ている（競技規則 10：3ｂ 6

つ目、8 つ目の項目）。 

2．プレーの継続。 

https://youtu.be/sjrPXgOnT40?t=78 
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